
令和８年度 北九州市若年者専修学校等技能習得資金貸与のご案内 

 

１ 趣旨 

この技能習得資金は、経済的理由により専修学校、各種学校（以下「専修学校等」という）において

修学することが困難な人に対し、職業に必要な技能及び知識の習得を援助するため、技能習得資金

を貸与するものです。 

 

２ 資格 

次のすべての要件をみたした人 

（１）北九州市内に居住している人、またはその子弟。 

（2）専修学校の専門課程のうち、修業期間が１年以上２年未満の課程（以下「専門課程１年」という）、

高等課程、一般課程、または各種学校（修業期間が１年以上の課程）に在校する人で、その履修す

る学科が職業に必要な技能及び知識の教授を目的とするもの。 

※添付の対象校名簿をご参照ください。 

（３）専修学校等に入校した日の前年度に中学校か高等学校を卒業した人、または高等学校を中退し

た人。 

（４）経済的理由により修学困難な人。 

※世帯員の収入状況について審査を行います。 

（５）他の奨学金・修学資金等の給付又は貸与を受けていない人。 

（６）過去にこの制度による技能習得資金の貸与を受けていない人。 

 

３ 貸与金額 

入校支度金     １００，０００円（第１年次のみ貸与） 

  修学資金（月額）  専門課程 1年    ５３，０００円 

その他の課程    ３０，０００円 

４ 貸与利息 

   無利子 

 

５ 保証人  

連帯保証人が次のとおり必要です。 

（１）北九州市内に居住し、かつ独立の生計を営む成年者である連帯保証人１人が必要です。 

（２）貸与を受ける人が未成年者の場合、連帯保証人は保護者（親権者又は未成年後見人）とします。 



６ 申請時期 

令和８年４月３０日（木）１７時まで （郵送の場合は当日消印有効） 

 

７ 申請方法 

持参または郵送にて上記申請時期までに次の書類を後記提出先に提出してください。 

  ※ 郵便不着等のトラブルや、書類の到着確認には対応できません。 

  ※ 日中連絡のとれるご連絡先を必ずご記入ください。提出書類に不備があり、ご連絡がとれない場

合、受付ができないことがあります。 

（１）提出書類 

様式１ 若年者専修学校等技能習得資金貸与申請書 

様式２ 誓約書 

様式３ 世帯調書 

様式４ 同意書 

様式５ 委任状（振込依頼届） 

様式６ 在学証明書 

世帯全員の前年の収入の年額を証明する書面（後記の表を参照のこと） 

（２）申請書等の提出先、問合せ先は後記のとおりです。 

 

８ 貸与決定通知 

提出された書類の内容を審査のうえ、貸与の可否を決定し本人宛通知します。 

（４月入校の人は、６月中旬に通知します。） 

 

９ 貸与説明会 

貸与決定通知を受けた人に対して、貸与説明会を行います（４月入校の人は６月に開催。詳しい日

時、場所は貸与決定通知の送付時にお知らせします。）。 

※ この貸与説明会の時に、連帯保証人の印鑑証明書を１通ご持参ください。 

 

１０ 修学資金の貸与期間 

   貸与する期間は、履修する学科の正規の修業期間とします（留年不可）。 

なお、２年以上の課程の場合、年度ごとに貸与の申請をしていただき、審査を行ったうえで貸与継

続の可否を決定します（世帯の収入状況等によっては、貸与を継続できない場合もあります）。 



１１ 貸与時期 

（１）修学資金：年度を３期に分け、次のとおり貸与します。 

※修学資金を振込む前に、市から学校に在学等の確認を行います。 

 期   間 振込み予定 

第１期 ４月分～７月分 ８月２０日頃 

第２期 ８月分～１１月分 １２月２０日頃 

第３期 １２月分～３月分 ４月２０日頃 

（２）入校支度金：４月入校の人は、６月末頃に貸与します。これ以外の人は、後記の問合せ先に、お尋

ねください。 

    

１２ 貸与の休止 

休学した場合や停学の処分を受けた場合、当該休学又は停学の始期の属する月の翌月（始期が月

の初日の場合は、その月）から復学した日の属する月の前月までの修学資金は貸与できません。 

 

１３ 貸与の打ち切り 

次に該当する場合は貸与を打ち切り、一定期間経過後、貸与した技能習得資金を返還していただき

ます。 

 （１）貸与の対象となる要件がなくなったとき（退学等） 

 （２）貸与を辞退したとき 

 （３）いつわりなどの不正があったとき（ただちに全額返還していただきます） 

 

１４ 返還の方法 

卒業（または貸与の打ち切り）の６か月後から、在学期間（正規の修業期間を越えない期間）の３倍の

期間内（最長１２年以内）に、次のいずれかの方法で返還していただきます。 

（１）月賦 

（２）半年賦 

（３）年賦 

（４）１年以内の割賦 

 

１５ 返還の免除 

次のいずれかに該当する場合は、返還を免除します。 

（１）貸与を受けた人が死亡したとき。 

（２）貸与を受けた人が心身の障害により労働能力を喪失したとき。 



１６ 返還の猶予 

次のいずれかに該当する場合は、返還を猶予します。 

 （１）高等学校、専修学校、大学等に在学中のとき。 

 （２）災害、疾病等により返還が困難なとき。 

 

＜参考＞  

提出書類の「前年の収入の年額を証明する書面」については、次のようなものがあります。 

所得の内容 証 明 す る 書 面 

給与所得者 令和 7年分の源泉徴収票 

年金受給者 令和 7年中に受けた「年金振込通知書」等 

その他の所得者 
令和 7年分の確定申告書(控) 

 税務署等の受付印のあるもの 

失業した人 雇用保険受給資格者証 

生活保護受給世帯 区役所の保護課が発行する「保護証明書」 

 

 

問合せ先・申請書の提出先 

北九州市保健福祉局人権推進センター人権文化推進課 

北九州市小倉北区大手町 11-4 大手町ビル（ムーブ）8階      

受付時間：8時 30分～17時 

電   話：093-562-5010    

メ ー ル：ho-jinken@city.kitakyushu.lg.jp 

ホームページ：https://www.city.kitakyushu.lg.jp/contents/18000077.html 

 

ホームページ 
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